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研究成果の概要（和文）： 
本研究では，東南アジア地域の重要な産業基盤であるジャワアナツバメ（Aerodramus 
fuciphagus）の巣の持続的な利用を最終的な目的として，土地利用と採餌特性の関係を明らか

にすることを目標とした．特に，都市部・田園地帯の個体群において，採餌する餌の構成比の違

いと，採餌した土地利用環境に着目した．KuchingとBintuluの2つの地域で，アナツバメの巣

を養殖するための人工的なハウスにおいてアナツバメの糞を採取し，また周辺植生において植物

の葉のサンプリングを行った．糞に含まれる昆虫の5割以上は膜翅目であったが，都市部では双

翅目もみられ，食性の違いが示唆された．また，糞と植物の安定同位体比δ13Cおよびδ15Nの

解析から，都市部の糞の炭素同位体比が田園地帯の糞よりも高く，特にBintulu地域では，比較

的高い炭素同位体比をもつマングローブ林などで採餌している可能性が示唆され，沿岸地域が採

餌環境として重要であることが推測された． 
 
研究成果の概要（英文）： 
The final goal of this research is to accomplish sustainable utilization of birds’ nest, nest of 
Edible-nest Swiftlet (Aerodramus fuciphagus), which is one of the important local products in 
South-east Asia. The aim of this research is to clarify the relationship between land use and diet of 
swiftlet, especially the differences of food composition and feeding ground in urban and rural 
populations. Sampling of swiftlet feces was done in artificial swiftlet farming houses in two regions, 
Kuching and Bintulu. Also, plant leaves were sampled in the surrounding vegetation. More than 
50% of insects which remain in feces were Hymenoptera, while in urban settings, Diptera was also 
seen. Stable carbon and nitrogen analysis of feces and plant leaves showed higher carbon stable 
isotope ratio in swiftlet feces in urban settings. Especially in Bintulu area, it was indicated that the 
birds feed in mangrove forest, which shows higher carbon stable isotope ratio. This results indicates 
that coastal plains are one of the important feeding ground for swiftlet. 
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１．研究開始当初の背景 
 
東南アジア産のアナツバメ類は中華料理の

珍味として高価で取引され，地域の重要な産

業となっている．アナツバメ類は，本来は石

灰岩地帯に広く分布する自然洞窟に集団繁

殖地を作る．しかし巣を食用にするアナツバ

メ類の個体群は，過剰利用のため過去 30 年

ほどの間に激減した．近年では洞窟環境と類

似したビルを作り，そこに営巣させることで，

一部の個体群は回復し，マレーシアなどでは

一大ビジネスに発展した． 
 
持続的な巣の利用のためには，巣を採りすぎ

ず営巣環境を維持することと，採餌環境を良

好に維持することが重要である．しかし，採

集時期の検討などを目的とした繁殖生態研

究が進んでいるのに比較し，採餌環境の維持

を目的とした景観生態学的研究は非常に少

ない．アナツバメ類は一般に飛翔性昆虫を食

べ，季節的に出現するシロアリの羽化個体も

多く採餌するほか，都市部・田園地帯・森林

地帯で餌生物の構成比が異なるなど，その食

性は選択的というよりも環境中に多い餌を

柔軟に食べている．一方でマレーシア・サラ

ワク州の景観は急ピッチで改変が進み，アブ

ラヤシのプランテーションやアカシア植林

地などに転換され天然二次林が姿を消して

いる．持続的なアナツバメ類の生息環境を，

景観のレベルで明らかにすることが早急に

求められている．特に，都市部や泥炭湿地域

に生息するアナツバメ類と，田園地帯や森林

地帯に生息するアナツバメ類で，その採餌特

性がどう異なるか調べることで，周辺景観の

土地利用がアナツバメ類の持続可能性に与

える影響を明らかにしたい． 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究では，東南アジア地域の重要な産業基
盤であるアナツバメ類の巣の持続的な利用
を最終的な目的として，土地利用と採餌特性
の関係を明らかにすることを目標とした．特
に，都市部・田園地帯の個体群において，採
餌する餌の構成比の違いと，餌を採餌した土
地利用環境に着目した．対象種は，最も経済

的 価 値 が 高 い ジ ャ ワ ア ナ ツ バ メ
（Aerodramus fuciphagus fuciphagus）とし
た．本研究ではマレーシア・サラワク州を中
心として，東南アジア地域における土地利用
とアナツバメの生態に関する研究を行った． 
 
３．研究の方法 
 
現地調査は Kuching と Bintulu の 2 つの地
域で，アナツバメの巣を養殖するための人工
的なハウスにおいてアナツバメの糞を採取
し，また周辺植生において植物の葉のサンプ
リングを行った．糞は実体顕微鏡を用いて比
較的粉砕されずに残っている昆虫の頭部を
より分け，目レベルまでの同定を行った． 
 
４．研究成果 
 
（１）糞のなかに含まれる昆虫の頭部の 5 割
以上は膜翅目であったが，都市部では双翅目
もみられ，都市部と田園地帯において採餌し
ている昆虫類の違いが示唆された．アナツバ
メは選択的ではなく，環境中に多くみられる
餌を日和見的に採餌するため，採餌する昆虫
の違いは採餌環境の違いを反映しているも
のと考えられ，都市部のアナツバメはハエや
カなどの多い都市環境でも柔軟に採餌して
いることが示唆された． 
 
（２）糞と植物の安定同位体比δ13C および
δ15N の解析からは，都市部のツバメ糞の炭
素同位体比が田園地帯の糞よりも高いこと
が明らかになった．特に Bintulu 地域では，
比較的高い炭素同位体比をもつマングロー
ブ林などで採餌している可能性が示唆され，
アナツバメがマングローブ林や泥炭湿地で
頻繁に観察されることからも，沿岸地域が採
餌環境として重要であることが推測された． 
 
（３）一方，アブラヤシプランテーションも
高い炭素同位体比を示し，そこがアナツバメ
の採餌場所となっている可能性も否定でき
ない．しかしアブラヤシプランテーションで
はほとんどアナツバメを観察できず，重要な
採餌場所になっている可能性は低いと考え
られる．この点に関して精度の高い結果を得
るには，さらに多くの植生において，植物・
昆虫のサンプリングおよび分析を行ってい
く必要がある． 
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